
小牧市放課後子ども総合プラン

保護者が労働等により昼間家庭にいない児童
が参加できる遊びや生活の場

希望する児童が参加できる安全・安心な活動拠点
（居場所）

児童クラブ（毎週：月～土） 放課後子ども教室（月２～３回程度）

児童クラブまたは放課後子ども教室利用児童のうち、
希望する児童が一緒に合同の体験活動を行う。

【小牧市放課後子ども総合プランが目指す姿】
すべての児童が放課後を安全・安心に過ごし、多様な体験・
活動を行うことができるよう、児童クラブと放課後子ども教
室を一体的に運営し、児童にとってよりよい学びの場や居場
所を提供する。

【小牧市放課後子ども総合プランの実施のステップ】
・「児童の放課後のあり方に関する検討部会」（平成３０年６月から令和元年６月）
・「小牧市放課後子ども総合プラン導入検討委員会」（令和元年６月から令和２年１０月）
の提言を受け、現場の創意工夫と市及び地域ボランティアの支援により、令和３年度からの
モデル事業を着実に進捗させる。

合同の体験活動（学期２回程度）
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体験活動の場
・読み聞かせ
・工作（クリスマス作品づくりなど）
・スポーツ（ドッジボールなど）
・文化活動（手話など）

家庭に代わる生活の場
・宿題
・読書
・室内遊び（ボードゲームなど）
・外遊び（鬼ごっこなど）

放課後子ども教室が実施している体験活動
をベースに、様々な講師、ボランティアに
よる多様な活動を実施し、児童の健全な育
成を図る場

児童クラブ所長

指導員 支援員

学校地域コーディネーター

安全管理指導員

総合プラン協議会（各学校）放課後の学び・体験の場としての学校

社会福祉協議会ボランティアセンター・市民交流テラスなど

ボランティア団体・地域住民・児童館・大学生・
企業ＯＢ・文化芸術団体…
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